
健康被害救済制度をとりまく課題等について 

 

＜問題意識①＞ 

 かつて行った救済制度の運用改善に向けた調査・検討（H17、H26/27

のニーズ把握調査等）から相当の年月が経過している。改めて調査す

るべきではないか。 

 受給者のニーズや利用者から見た制度の課題を把握するための調

査を実施するべきではないか。 

 調査結果を基に請求方法、給付関係等制度運用の見直し等の検討を

行うべきではないか。 

 

＜問題意識②＞ 

 さらなる救済制度利用促進のために、それを阻害する要因は何か。 

 重篤な副作用に苦しむ患者のうち、どれほどが救済されているのか。 

 救済制度の対象となる副作用被害の発生状況を把握するための検

討を行うべきではないか。 

 被害の発生状況を踏まえた制度利用促進方策の検討を行うべきで

はないか。 

 

※ 参考資料６に関連の要望書あり（救済業務委員会 栗原委員） 
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